
レンゴー 八潮工場  

革新的な技術導入により大幅な省エネ達成 

レンゴー株式会社 
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事業者概要 
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〇事業者名：   レンゴー株式会社 

〇創業：   1909年（明治42年）4月12日 

〇設立：   1920年（大正9年）5月2日 

〇資本金：   310億円 

〇従業員数：  3,697名 

〇売上高：  532,534百万円（グループ連結） 

   274,247百万円（単体）※平成28年3月期 

〇実施場所  ： 八潮工場 

〇実施場所住所： 埼玉県八潮市西袋330番地 

 



事業内容 
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〇事業内容： 

・段ボール等紙加工品の製造販売 

・板紙、軟包装製品、重包装製品、樹脂加工品の製造販売 

・包装機械関連の販売 

                                                        など 

 

板紙製品（段ボール原紙など） 段ボール製品 紙器製品 

軟包装製品 重包装製品 ユニバーサルデザイン 

http://www.rengo.co.jp/products/board.html
http://www.rengo.co.jp/products/cardboard.html
http://www.rengo.co.jp/products/printing.html
http://www.rengo.co.jp/products/softwrap.html
http://www.rengo.co.jp/products/heavyduty.html
http://www.rengo.co.jp/products/universal.html


事業概要 
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環境への取り組み 
5 

レンゴーグループ環境憲章 
 
【基本理念】 
レンゴーグループは、地球環境に配慮した経営を 
実践することが、企業の持続的発展に不可欠で 
あるとの認識に立ち、グループをあげて環境保全 
活動に継続的に取り組む。 
 
【基本方針】 
1.環境法令の遵守 
2.地球温暖化対策の推進 
3.資源の有効利用の推進 
4.廃棄物の発生抑制と有効利用の推進 
5.環境負荷の小さい製品の研究・開発と供給 
6.環境に配慮した資材の調達と生産活動の推進 
7.環境に配慮した海外事業活動の推進 
8.広報、啓発、社会活動の促進 
 



省エネの取り組み 
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レンゴーは、軽くても強く、薄くても丈夫、CO2排出量も少ない 

パッケージづくりに、環境と生産の両面から向き合ってきました。
環境への取り組みはさらに進化し、より少ない資源で大きな価値
を生む “Less is more.”へ。 
“Less is more.”とは、パッケージング業界の進化を最先端で牽引
するレンゴーのコンセプトを端的に表現したものです。 



省エネの取り組み 
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日本最大の板紙工場である八潮工場では都市ガスへの燃料 
転換をはじめ、さまざまな取組みを積極的に行ってきました。
弊社の若手社員を中心に柔軟な発想で省エネルギー活動を 
立案し、継続的に取り組むPDCAサイクルを構築することで、
細かい活動を実施しています。その実績が認められ、2014年
度省エネ大賞で経済産業大臣賞（産業分野）を受賞しました。 

経済産業大臣賞受賞 

板紙製造工場における 
サークル活動による省エネ推進 
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事業実施の経緯 
平成21年度、埼玉県地球温暖化対策推進条例が施行 
 
＜内容＞ 
CO2基準年：平成14年～平成19年度の連続する3ヶ年度の平均値 
CO2削減量： 第1期間(平成23年～平成26年度）： 6％ 
  第2期間(平成27年～平成31年度）：13％ 
 
高い目標値が設定された。 
しかし、 
 

• 埼玉県のトップレベル事業所に認定されると削減目標量が50％に 

• 準トップレベル事業所に認定されると削減目標量が75％に 
 
緩和される。 
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事業実施の経緯 
○八潮工場での取り組み 
■温暖化防止条例 遵守への取組み 
 
①トップレベル事業所認定への取組み 
  平成23年度に、準トップレベル事業所認定を取得、県内2事業所 
 
②省エネ、省CO2体制への取組み 
  低CO2化商品の開発、生産性の改善、省エネ機器の導入、省エネ活動 
  ・平成24年～平成25年 エネルギー使用合理化等事業者支援補助金 
   ⇒1号抄紙機への高効率シュープレス導入 
  ・平成26年～平成27年 エネルギー使用合理化等事業者支援補助金 
   ⇒5号抄紙機への高効率シュープレス導入 
 
③第2次燃料転換の計画 
  ・平成25年～平成27年 エネルギー使用合理化等事業者支援補助金 
   ⇒チップ燃料主体のバイオマスボイラー導入 
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実施事業概要 
○事業名：レンゴー八潮工場 
 ・１号抄紙機高効率シュープレス導入による省エネルギー事業 
  ■平成２４、２５年度事業 
  ■補助対象経費  6億3,040万円 
  ■補助金額     2億1,010万円 
 
○八潮工場 概要 
 板紙生産工場 
 ・生産量：約83.1万ｔ（平成27年） 
 ・所在地：埼玉県八潮市 
 ・工場敷地面積：約130,000㎡ 
 ・従業員数：約200名 
  ※国内最大級の生産量を誇る工場 

埼玉県 
 八潮市 
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紙の作り方 

原料を細かく切る 原料をミキサーで粉砕 

紙を乾かす 紙に含まれる水を絞り出す 紙をすく 
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1号抄紙機外観（全長120m） 
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高効率シュープレス設置後 
＜装置拡大図＞ 
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シュープレス改修箇所（拡大図） 

撤去 

既存ドライヤーシリンダー
４本を撤去し、高効率脱水
型シュープレス装置を導入
する。 

ドライヤーパート 
（乾燥工程） 

プレスパート 
（脱水工程） 

No.3プレス 



16 

高効率型シュープレス概要 

高効率型シュープレス概要 
 
設備能力 
抄造品種    中芯 
坪量      115～200g/㎡ 
プレス入口紙幅 6,350mm 
抄速      400～1,000m/min 
ニップ圧    1,300kN/m 
 
駆動動力 
電気的セクショナルドライブ 

ドライヤーパート 
（乾燥工程） 

No.3プレス 

トランスファロール 
シュープレス ドライヤーパート 

（乾燥工程） 
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シュープレス改修時の着眼点 
高効率シュープレスの導入による省エネルギー事業 

紙ができるまでの流れについて＜抄紙機＞ 

製品 

Reel part Dryer part Press part Wire part 

原料調成工程 

水分率 99％ 78％ 50％ 8％ 
真空 

（電力） 

機械的圧力 
（電力） 

熱 
（蒸気） 

紙層形成 乾燥 脱水 巻取 

Dryer Partの熱、蒸気が全エネルギーの中で約半分を占めている。 

蒸気原単位の改善に着目 
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省エネルギー効果 
○事業実施後の省エネ効果 1号抄紙機高効率シュープレス設置 

事業前エネルギー使用量 

28,979.8（kl/年） 

 実績 エネルギー削減量 

3,934.6（kl/年） 

※設備単体のエネルギー使用量 
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八潮工場での省エネルギー実績 
○八潮工場での省エネ実績 

②2004年1月 
ガスエンジン 
コージェネ 
レーション設備 
運転開始 

④2013年9月 
1号抄紙機 
№4プレス設置 
運転開始 

排
出
量 

 

及
び
原
単
位
の
指
数 

 

９
０
年
度
比 

13％ライン 

埼玉県地球温暖化対策条例 
基準排出量 

③2006年7月 
バイオマス 
焼却発電設備 
運転開始 

⑤2015年8月 
5号抄紙機 
№4プレス更新 
運転開始 

⑥2016年1月 
ﾊﾞｲｵﾏｽ(ﾁｯﾌﾟ) 
焼却発電設備 
運転開始 

①1991年5月 
燃料転換 
都市ガス専焼ボイラー 
運転開始 

見込み数値 

生
産
量
（
ｔ）
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その他省エネ事業の効果 
○5号抄紙機高効率シュープレス更新 省エネ効果 
   

エネルギー削減量 

3,037.7（kl/年） ※推計値 

○ﾊﾞｲｵﾏｽ(ﾁｯﾌﾟ)焼却発電設備 省エネ効果 

 
  エネルギー削減量 

22,144.5（kl/年） ※計画値 



今後の課題/目標 
21 

エネルギーにまつわるレンゴーの使命 
〜さらなるCO2排出量削減に向けた工場の挑戦〜 
世界規模で直面している地球温暖化。レンゴーでは、生産活動を通じて温室効果ガス低減に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

木質チップバイオマスボイラ 

CO2削減量6.5万トン/年 
 
 
                    
 
 

・深刻化するエネルギー問題 
・環境負荷低減に積極的に取り組む 
・進化する八潮工場 
・全国の製紙工場にも取り組みが広がる  

詳しくはＨＰで！ 


